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北海道印刷工業組合札幌支部
平成27年度９月定例役員会報告

1.委員会報告／各委員長
・経営革新･マーケティング委員会／加藤委員
長・・・なし

・環境・労務委員会／大和委員長・・・なし

・組織・共済委員会／山委員長
10月札幌支部例会（10月29日木曜日）、11月札
幌支部例会（11月26日木曜日）の件について

・教育・研修委員会／矢吹委員長
9月印刷の月事業報告について

・青年部委員会／岡部委員長
10月3日㈯第21回青年印刷人フォーラム申込状況
について

2.月次決算報告／五十嵐
９月末での組合員加入脱退状況について

3.その他
①「プリンティング札幌10月号」の件

②平成27年度札幌市優良工場等表彰推薦にについて
９月24日札幌市役所に書類提出
札幌支部より優良工場1社、優良従業員1名を推薦

次回予定：10月29日13時半より開催

平成27年９月25日　メーリングリストにて開催
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印刷の月事業報告

2015 年度印刷の月事業として昨年に引き続きモエレ沼芸術花火 2015 へパンフレット
印刷協賛致しました。

モエレ花火大会は昨年よりグレード UP しており、来場者約 18,000 人、テレビをはじ
め各メディアにもとりあげられ北海道を代表する花火大会となってきました。

当日現地でみているとほとんどの観客が感動し声をあげて笑顔になっていました。組合
独自の事業ではありませんが他団体と協力する事で印刷物を通しての地域貢献は果たせた
と感じております。

また協賛した事で北海道印刷工業組合札幌支部のロゴがパンフレット、ホームページに
掲載され花火会場の大画面モニターに映し出されました。

花火関係者への周知も含めると北海道印刷工業組合への知名度もあがったと思います。
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去る 10 月 3 日㈯、第 21 回北海道青年印刷人フォーラムならび
に平成 27年度全国青年印刷人協議会北海道ブロック協議会が松崎
ビル会議室にて開催されました。

全青協の大木議長の挨拶では、今期は「グローカル」（グローバル
+ ローカル）をテーマに活動して２年目。外国人観光客が増え続け
る中、わが業界もそれをビジネスチャンスとして捉えていく必要が
あり、このような業界の次代を担う人たちが集うことは大変有意義
で、是非地域活性プロモーターとしてそれぞれの地域で活躍してほ
しい。とのお話を頂きました。また、今年７月にフランス・パリで開
催された JAPAN EXPO に出展した際のサンプルを配布し、写真を
交えながら報告がありました。海外での日本文化（特にポップカル
チャー）に対する関心の高さを再認識でき、実際現地に赴いてその
熱気を肌で感じることが大切で、機会があれば是非チャレンジして

ほしい旨の報告がなされました。
続いてグローカルセミナーでは、昨年の基礎編に続き、今年はインバウンドビジネスの可能性と重

要性について実践編と題しセミナーを行われました。人口減少が進み、地域がなくなろうとしている
中で、外国人観光客を取り込むインバウンドを行うには、まず、我々自身が、地域を愛し、日本を愛す
ることが重要であり、「真の国際人」とは自分の国について語ることができることであると説明があり
ました。そして、具体的に観光庁から発行されているインバウンド着地型滞在プログラムの説明と、各
地の観光地の事例紹介がありました。

ワークショップ・ディスカッションでは、昨年のグローカル－基礎編－の確認の為、穴埋め問題を
行いました。その後グループに分かれてインバウンド滞在型プログラムを実際に考え、作成してみる
というワークショップを行いました。漁業体験し、自分で獲った魚を食べる「漁師体験ツアー」や北海
道の食を堪能し、景色を楽しみながらウィンタースポーツを体験してもらい、ヘルスケアをしてもら
う「北海道満喫ヘルスケアツアー」といった案が出て、参加者の皆さんは頭を悩ませながらも、活発な
ディスカッションが行われたと思います。

最後に大木議長より、今回の協議会で得たものを各社に持ち帰って、実務として活用して頂きたい
とお話があり、全印工連の共創ネットワークへの参加と、来年２月の PrintNext2016 の案内を行って
頂き閉会しました。

第21回 北海道青年印刷人フォーラム 
平成27年度 全国青年印刷人協議会
北 海 道ブロック協 議 会 の 開 催 報 告

第21回 北海道青年印刷人フォーラム 
平成27年度 全国青年印刷人協議会
北 海 道ブロック協 議 会 の 開 催 報 告

青年部委員会より
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北海道印刷工業組合札幌支部10月例会
見える化セミナーのご案内

謹啓貴社益々ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格段のお引き立てを賜り心より御礼申し上げます。

さて、インターネット技術を基盤とする新たなビジネスモデルやプラット

フォームが次々と登場し、一般消費者及び企業の情報発信やコミュニケー

ションの手段はめまぐるしいスピードで変化、多様化し続けています。この

ように、印刷業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いており、印

刷業の経営者様におかれましては引き続き大変難しい経営の舵取りを迫られ

ているものと拝察致します。

弊社では、このような大変難しい時代における印刷業経営の参考にしてい

ただきたいとの思いから、この度北海道印刷工業組合札幌支部の共催を頂戴

しまして「高付加価値化による収益構造の改善」をテーマとして「見える化

セミナー」を北海道印刷工業組合札幌支部10月支部例会として開催させてい

ただくことになりました。

ご多忙のところ恐縮ではございますが、何卒ご来駕賜りたく、ご案内申し

上げます。

謹　白

平成 27年 10 月

北海道印刷工業組合札幌支部支部長　岸　昌 洋

富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ株式会社
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記

■ 主催　富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ株式会社
■ 共催　北海道印刷工業組合　札幌支部
■ 内容　「ゼロから始める見える化」
　　　　 －ホワイトカラーのコスト意識開拓・付加価値生産性向上のために－
　　　　　 講師　作道印刷株式会社　代表取締役社長　作道孝行 氏

■ 日時　平成27年10月29日㈭
　　　　 午後 15時30分　開場・受付開始
　　　　 午後 16時　　　 開会
　　　　 午後 17時30分　終了予定
　　　　 ※セミナー終了後　１８時３０分から
　　　　　 懇親会を予定させていただきます。

■ 会場　札幌市中央区大通西６－１
　　　　 富士フイルム札幌ビル
　　　　 富士ゼロックス北海道 2Fセミナールーム

【お申込み】
弊社営業担当者に直接お申し込み頂くか、申込書に
必要事項を記入の上、FAXにてお申込み下さい。
受講票をFAXにて返信いたします。※定員６０名

【アクセス】
■ 地下鉄大通駅１番出口徒歩１分
※駐車場のご用意がありません。
恐れ入りますが公共交通機関をご利用頂けます様お願い申し上げます。

講師プロフィール　作道孝行 氏　株式会社 作道印刷　代表取締役社長
昭和12年に大阪市東区に創業した作道印刷株式会社。平成13年作道孝行氏が社長に就任。
平成26年８月に太陽光発電、電気の見える化、全照明LED対応の先進的な新社屋を建設、
その後もUV５色機を導入し価値ある印刷物を創り出す新規事業開発に取組むと共に、将来
への布石として人材育成に取組んでいる。
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環境・労務委員会より
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第９回 メディア・ユニバーサルデザインコンペティション作品募集

全日本印刷工業組合連合会は、「第９回メディア・ユニバーサルデザインコ

ンペティション」を開催する。

全日本印刷工業組合連合会は、各産業界および個々の企業の社会的責任が

重要視されている現在、印刷業においてもその責任を果たすためのコンプラ

イアンス活動が求められていることを踏まえ、すべての人に優しく、誰もが

快適に利用できることを目的としたユニバーサルデザインの考え方に準じ、

デザインや文字など、より多くの人に伝わる情報を提供する「メディア・ユニ

バーサルデザイン（MUD）活動」に取り組んでいる。

この取り組みをより強固なものにするために、一般社会に対しては MUD

活動の意義と必要性を広くアピールし、印刷業界においては印刷技術の向上

に貢献すること目指して、「メディア・ユニバーサルデザインコンペティショ

ン」を開催している。

一般の方だけでなく、高齢者・障がい者や子ども、外国人などすべての人

に対して優しいデザインの実現を目的とする斬新なアイデアに富んだ作品を

募集している。

主　　　催：全日本印刷工業組合連合会

後　　　援：経済産業省、一般財団法人国際ユニヴァーサルデザイン協議会、読売新聞社、朝日新聞社、日本経済新聞
社、一般社団法人日本印刷産業連合会、一般社団法人日本プロモーショナル・マーケティング協会、公益
社団法人日本グラフィックデザイナー協会、公益社団法人日本パッケージデザイン協会、日本図書設計家
協会、NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会、NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構

応 募 期 間：2015 年９月1日㈫ ～11月30日㈪

募 集 作 品：カレンダー・地図・パンフレット・サイン・パッケージ・チラシ・ポスター・ラベル・ゲーム（UNO・トランプ等）など
※既成の作品の改善提案の場合は、知的財産権への抵触に注意すること。

応 募 資 格：［一般の部］プロ・アマを問わず、どなたでも応募可能
［学生の部］大学・短期大学・専門学校・高等学校に在学している学生・生徒

応募対象作品：2014年７月以降に制作されたもの

応 募 方 法：作品1点とデータ1点（CD-Rにai/eps/jpeg/pdfのいずれかの形式でアウトライン化して保存したもの）を
出品申込書とともに送付する。
※入選作品に選ばれた場合、提出いただいたデータをもとに受賞作品集の制作を行う。

出　品　料：応募作品1点につき、一般3,000円　学生は無料
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授　与　賞：
［一般の部］
経済産業大臣賞／表彰状・賞金・・・・・100,000円
　　　　優秀賞／表彰状・賞金・・・・・・50,000円
　　　　佳　作／表彰状・賞金・・・・・・10,000円

審　査　日：2015年12月16日㈬

審査結果発表：審査日より1週間後　入選者にのみ入選通知書を送付

審 査 基 準：
■メディア・ユニバーサルの観点から、見やすさにおいて優れているもの。
■斬新な発想とアイデアにより、独自の新規性や工夫・技法が考慮されているもの。
■色彩構成だけでなく企画・デザイン・素材などの組み合わせにより、メディア・ユニバーサルの配慮がなされているもの。
■それぞれのメディア（部門）において、実用的かつ機能的なもの。

審 査 委 員：伊藤　　啓（東京大学分子細胞生物学研究所脳神経回路研究分野准教授）
武者　廣平（NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構理事長）
土生　英彦（色覚問題研究グループぱすてる事務局長）
高橋　正実（MASAMI DESIGN）
橋田　規子（芝浦工業大学デザイン工学部デザイン工学科教授）
日原佐知夫（創造意匠）
伊藤　道裕（NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会理事長）
橋本　　博（NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会事務局長）
土屋　勝則（全日本印刷工業組合連合会教育・研修委員会委員長）
経済産業省 商務情報政策局文化情報関連産業課担当官
一般財団法人 国際ユニヴァーサルデザイン協議会担当審査員

表　彰　式：2016年 5月24日㈫　アジュール竹芝（全日本印刷工業組合連合会通常総会席上）

知的財産権：
⑴応募作品の知的財産権は、応募者に帰属することとする。従って、応募者は応募作品に関して、自ら適切な権利処理を

行い、第三者の権利を侵害するものでないことを保証するものとする。
⑵応募作品が第三者の権利を侵害していることが判明した場合、また、類似が認められる場合は、審査対象からの除外、ま

たは受賞を取り消す場合がある。
⑶入選作品は展示・公開され、応募作品は各種の印刷媒体・ホームページ等に掲載される場合がある。また、その時に一

部の変形および翻案を行う場合がある。
⑷その他、第三者による権利侵害等の紛争が生じた場合、応募者自らが解決することとし、主催者は損害賠償等の責任を

一切負わないものとする。

注 意 事 項：
①応募作品およびデータは返却しない。
②作品サイズによっては、作品の保管場所や審査会場・展示会場の都合により、実物による出品の受付ができない場合がある。

作品応募先：公益社団法人日本印刷技術協会
「第９回メディア・ユニバーサルデザインコンペティション」係
〒166-8539　東京都杉並区和田1-29-11
電話 03-3384-3111／FAX 03-3384-3481

問　合　先：全日本印刷工業組合連合会
〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8　日本印刷会館4階
電話 03-3552-4571／FAX 03-3552-7727

［学生の部］
経済産業大臣賞／表彰状・図書カード・・・・30,000円分

優秀賞／表彰状・図書カード・・・・10,000円分
佳　作／表彰状・図書カード・・・・・3,000円分
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平成28年新春経営者研修会「未来を創るセミナー」のご案内
〜破壊されない印刷の未来へ〜

北海道印刷工業組合は、話題の著書となっている「未来を破壊する」および「未来を創る」の日本語
訳を担ったブライター・レイター代表の山下潤一 郎氏を講師に招き、経営者研修会として「未来を創
るセミナー」を開催する。

アメリカの著名なコンサルタントであるジョー・ウェブ博士と著述家のリチャード・ロマノ氏の著し
た「未来を破壊する」は、2012 年に日本語版 が出版され、印刷ビジネスに携わる人たちのなかで話
題になった。

その続編が、今年 4 月、「未来を創る」として日本語版が出版された。
同書では、印刷物はかつてのように唯一無二のメディアではなくなり、デジタルメディアが効果測定

可能なツールとして優位に立っているが、実は印刷物も効果測定ができ、印刷物の「未来を創る」キー
ワードは「マーケティングオートメーション」であるとし、印刷業界にとって無縁に思えるマーケティン
グ用語が印刷の未来に深く関係することが詳しく解説されている。

前著の「未来を破壊する」が“問題提起”であったのに対し、「未来を創る」は
その“解決編”で、このままでは決して明るくない未来を破壊し、明るいものに
変えていく内容となっており、印刷業界を取り巻く経営環境が急速に変化する
現代において、どのような方向で経営マインドのチェンジを図っていくべきか
にスポットを当て、印刷会社経営層必読の書と話題になっている。

セミナーでは、同書のポイントとキーワードそして最終到達点などを詳しく
解説するとともに 9 月に開催された IGAS2015 での最新技術、ソリューショ
ンなどから印刷業界の未来について展望を行うことになっている。

⒈　日　　　時：平成28年1月8日㈮　午後2時45分～午後4時15分
⒉　会　　　場：札幌グランドホテル　（札幌市中央区北1条西4丁目　電話011-261-3311）
⒊　テ ー マ：「印刷の未来を創る ─THIS POINT FORWARD─」　～破壊されない印刷の未来へ～
⒋　講　　　師：ブライター・レイター代表　山下潤一郎 氏
⒌　受 講 料：北海道印刷工業組合組合員・賛助会員／2,000円　左記以外／4,000円
⒍　受講料支払：下記口座へ12月21日までに振り込む（振込手数料は受講者負担）
　　　　　　　　北洋銀行　東屯田支店　普通預金 0212497／北海道銀行　本店　普通預金1169217
　　　　　　　　口座名：北海道印刷工業組合（ほっかいどういんさつこうぎょうくみあい）
⒎　定　　　員：80人
⒏　申 込 期 日：平成27年12月21日㈪〔申込先着順で定員になり次第締め切る〕

受講申込は、http://www.print.or.jpからできます。

【講師紹介】

山　下　潤一郎 氏　　ブライター・レイター代表

1968年生まれ。静岡県出身。国際基督教大学卒。米国系戦略系経営コンサルティング会社、欧州
系通信機器メーカー・国内インターネットサービ ス企業の市場調査部門、米国系デジタル印刷市場

調査会社など経て、長期利益を実現する新規印刷サービスの立ち上げや印刷会社の戦略立案・実践を専門とするコンサ
ルティング会社、ブライター・レイターを設立。コンサルティングサービスの提供に加え、「ブライター・レイター・ニュース」の
発行、印刷市場の調査・分析なども行っている。
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北海道最低賃金が改定

業界動向

編集後記
「さっぽろオータムフェスト2015」も終了し、ここから秋が駆け足で通り過ぎていく季節となりました。テレ

ビでもストーブやスタッドレスタイヤのＣＭを見かけることも多くなってきました。季節の変わり目、皆様も体

調を崩さぬようにしてくださいね！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌支部　事務局　五十嵐

北海道最低賃金が改定（平成27年10月8日改定）
北海道内で事業を営む全産業の使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト
等を含む）に適用される北海道最低賃金（地域別）が、次のとおり改定された。
最低賃金額時間額　　764 円　　効力発生日　　平成 27年 10月 8日
・最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金および時間外等割増賃金は算入されない。
・最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反として処罰されることがある。

共同印刷機材株式会社社長に上野裕之氏
共同印刷機材株式会社（札幌市中央区北 1条西 18丁目 1番地）は、このたび、入井修二社長に代わって、新しく
代表取締役社長に上野裕之氏が就任した。
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札幌市北区北7条西2-8-1 札幌北ビル
TEL： 011-700-5505　FAX： 011-700-5532

リコージャパン株式会社

ビジネスを変革する
この表現力
ホワイトやクリア印刷を可能に




